
＆
駄
々
工
自
衛
４
ｊ
ｔ
基
他
に

吻
工
ぶ
削
の
和
ほ
叙
’
‐
官
ｒ
付
‥
１
ハ
イ
ロ

ツ
ト
山
…
一
詞
呪
つ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
崎
孝
雄
　
新
制
ハ
期

　
Ｐ
Ｋ
Ｏ
協
力
法
案
・
世
界
平
和
の
た
め
の
人
的
貢
献
な
ど
、
国
内
に
議
論
は
沸

い
て
い
る
も
の
の
、
ま
ず
先
兵
と
な
る
自
衛
隊
そ
の
も
の
を
勉
強
す
る
の
が
先
決

で
は
な
い
か
。
と
い
う
、
根
が
勉
強
大
好
き
人
間
の
北
島
茂
氏
（
旧
姓
八
森
）
の

発
案
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
新
制
七
期
及
び
北
校
同
期
卒
業
生
の
総
勢
二
十
二
名
は
、

平
成
五
年
一
月
二
十
二
日
浜
松
へ
向
か
い
、
浜
松
駅
か
ら
自
衛
隊
の
専
用
バ
ス
で

同
斯
生
で
あ
る
那
須
秋
男
司
令
官
の
待
つ
航
空
自
衛
隊
浜
松
基
地
へ
直
行
す
る
。

　
ま
ず
幹
部
食
堂
に
て
、
同
隊
の
幹
部

自
衛
宮
た
ち
と
と
も
に
昼
を
会
食
。
何

分
に
も
何
か
ら
何
ま
で
目
新
し
く
、
一

行
は
高
校
は
お
ろ
か
、
は
る
か
小
中
学

生
に
戻
っ
て
喜
々
と
は
し
ゃ
ぐ
。
司
令

宮
室
前
の
大
応
接
室
で
は
、
斉
藤
一
佐

が
自
衛
隊
の
概
略
・
現
状
に
つ
い
て
、

秋
田
弁
で
の
講
義
を
す
る
。
「
わ
が
自

衛
隊
の
た
だ
一
つ
の
弱
点
で
あ
る
と
同

時
に
世
界
に
誇
る
美
点
は
、
一
度
も
実

戦
経
験
が
な
い
こ
と
で
す
」
の
言
葉
で

終
わ
っ
た
解
説
の
後
、
質
疑
に
入
る
。

「
小
山
、
そ
し
た
こ
ど
も
わ
が
ね
の
が

お
め
エ
、
廊
下
で
立
っ
て
ろ
！
」
と
、

ま
た
ま
た
童
心
に
返
る
。

　
空
港
展
望
か
ら
管
制
塔
見
学
。
こ
の

日
自
ら
案
内
役
を
か
っ
て
出
た
と
い
う

秋
田
県
出
身
の
教
官
パ
イ
ロ
ッ
ト
阿
部
一
二
佐
の
補
佐
で
、
一
人
ひ
と
り
パ
イ
ロ
ッ

ト
席
に
乗
り
込
む
，
な
か
で
も
圧
巻
は
菊
池
悦
子
さ
ん
。
和
服
姿
で
自
衛
隊
機
の

コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
に
座
る
の
は
、
絶
後
と
は
言
え
な
い
が
空
前
と
の
こ
と
。
そ
し
て

い
よ
い
よ
こ
の
目
の
目
玉
商
品
、
フ
ラ
イ
ト
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
よ
る
飛
行
体

験
。
阿
部
三
佐
の
指
導
の
も
と
、
予
想
外
に
軽
い
シ
ョ
ッ
ク
と
と
も
に
飛
び
立
っ

た
ジ
ェ
ッ
ト
機
は
、
編
隊
飛
行
、
禰
霧
突
入
、
旋
回
ほ
か
、
天
地
が
ひ
っ
く
り
返

る
体
験
の
後
、
富
士
山
に
向
か
っ
て
直
進
、
無
事
基
地
に
帰
還
し
た
気
分
。

　
最
後
は
任
務
を
終
え
た
那
須
司
令
官
も
合
流
し
て
、
浜
名
湖
を
望
む
国
民
宿
舎

『
奥
浜
名
湖
荘
』
で
の
新
年
会
。
例
に
よ
っ
て
の
ド
ン
チ
ャ
ン
騒
ぎ
で
締
め
る
。
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　（前列左より）佐良土桂子，森田恒明，菊池悦子，那須秋男司令官，倉橋昭子，畠　豊彦，小

貫　実，（中列左より）大塚志保子，高橋佳代子，落合士郎，塩谷ヒデ，畠　節子，高槻照子，
岡部　忠，港治，（後列左より）小山哲道，工藤尊久，杉崎孝雄，唐津光成，北島　茂，須

藤祥夫，京敏之介，民谷恒二，（夜の新年会のみ参加　田中　秀）（以上，敬称略》
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新
制
三
助
樽
子
山
会
平
成
丑
年
二
月
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
西
池
袋
酒
処
「
小
頭
」
に
て

出
席
者
伊
藤
原
孝
江
坂
昭
夫
雄
鹿
春
勝
小
野

茂
柏
木
祐
一
　
菊
池
弘
吾
坂
ボ
修
竹
丙
京
一

伝
天
吉
右
工
門
谷
藤
義
郎
悒
取
隆
司
八
杉
和
男

山
谷
正
勝
渡
辺
利
広
事
務
局
・
八
柳
昭
義

新
制
十
一
期
１
２
３
会
（
ヒ
フ
ミ
カ
イ
）

平
成
五
年
二
月
六
日
地
袋
北
口
酒
蔵
「
秋
田
厘
」

出
席
者
本
Ｆ
蓋
筏
彦
佑
藤
重
荻
太
田
勝
治
赤

塚
修
三
加
賀
宏
義
鰹
則
各
孝
臣
石
川
正
順
宮

腰
瑞
夫
田
中
善
明
畠
辰
宏
港
記
久
郎
田
口
俊

夫
大
越
善
蔵
長
谷
川
哲
郎
赤
塚
欽
夭
宮
腰
興

紀
鈴
木
元
紀
佐
藤
芙
美
江
杢
比
瑞
彦
（
新
制
十

七
期
）
　
港
記
久
郎
夫
人

新
制
十
四
期
　
一
一
一
七
ミ
代
地
昏
回
校
合
語
登
匹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
五
年
二
月
二
八
日

能
筏
高
・
北
高
・
工
笙
尚
・
商
葱
爾
・
農
業
高
の
各
校

三
七
年
三
月
卒
業
の
東
京
近
郊
在
往
者
約
百
名

　
新
制
十
四
期
の
演
厘
裕
一
氏
が
中
心
に
な
り
、
市
内

五
校
同
期
生
が
池
袋
「
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
ホ
テ
ル
」
に

集
ま
り
、
懇
親
会
を
開
催
し
た
。
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